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いるようである。残りの四つは、①札祝地判平29• 6• 14• 2017WLJPCA06146012、②札祝地判平30・4・27・2018WLJP
CA04276004、③札祝地判平30·5• 18• 2018WLJPCA05186003、④札祝地判平30• 6• I• 2018WLJPCA060!6002である。
3) 本判決では多数のウェプサイトが別紙に一覧掲載されているが、議論が共通するため、本稿との関係では、侵唐サイト F5③、
F2①、 G2①、 G2②のみ扱うこととする。













































































































































































































































































































































































12) 田村善之「著作権法概説〔第 2版〕』 187頁では、「公衆送信の主体がリンク先ではなくリンクを張った方となると解釈する（公
衆の受け取り方を基準とすることになろう）という便法を採ること」を示唆される。茶園・前掲〈注 5〉618頁~619頁、小泉直樹「知
的財産法』 292頁等も参照。















































































20) 中JII • 前掲〈注13〉26頁。
21) 著作権侵害事例につき、東京地判平22・12・7 (平成22年（ワ）第5406号）参照。また総務省• 利用者視点を踏まえた !CTサーピ
スに係る諸問題に関する研究会「プロバイダ質任制限法検証に閲する提言」 15頁~16頁、大村其ー「プロバイダ買任制限法の概要
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